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学部（研究科）・学年不問の学内業界研究フェア（2019年2月開催）

就職支援センターには、求人検索ができるパソコンや就活に役立つ
書籍、DVD等を備えています

24

農学部生による田植え実習（2019年7月）

鹿
大
の
就
活
最
前
線

採
用
活
動
の
早
期
化
や
通
年
採
用
の
拡
大
な
ど
、
就
職
活
動
を
取
り
巻
く
環
境
に
は

大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
最
近
の
就
職
・
採
用
活
動
の
傾
向
や
本
学
の
就
職
支

援
に
つ
い
て
、
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
下
田 

智
子
室
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
10
月
以
降
も
、
地
元
の
優

良
企
業
や
公
的
な
団
体
を
中
心
に
、

鹿
大
生
を
積
極
的
に
採
用
し
た
い
と

い
う
企
業
、
団
体
か
ら
の
求
人
が
多

数
届
き
ま
す
。
来
春
卒
業
予
定
で
就

職
活
動
を
継
続
し
て
い
る
場
合
は
、

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
や
各
学
部
の
求

人
情
報
に
も
目
を
向
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
に
求
職
登
録
す
る
と
（
セ
ン

タ
ー
の
H
P
上
で
W
E
B
登
録
も
可

能
で
す
）
、
希
望
に
近
い
求
人
情
報

が
メ
ー
ル
で
届
き
ま
す
の
で
、
是
非

登
録
を
勧
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

だ
さ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
2
0
2
0
年
卒
の
学

生
対
象
の
有
効
求
人
倍
率
は
1
・

8
3
倍
で
、
依
然
と
し
て
売
り
手
市

場
で
す
が
、
大
手
企
業
の
み
の
求
人

倍
率
は
0
・
4
2
倍
と
、
や
は
り
狭

き
門
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
己
分
析

や
業
界
・
企
業
研
究
を
お
ろ
そ
か
に

し
て
知
名
度
の
高
い
大
手
企
業
ば
か

り
応
募
し
て
い
る
と
、
就
職
活
動
で

行
き
詰
ま
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
の
で
、
中
小
企
業
も
視
野
に
入
れ

て
活
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
の
中
に
は
、
自
分
の
強
み
や

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
ら
な
い

と
い
う
悩
み
を
持
つ
方
も
多
い
の
で

す
が
、
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
個
別

相
談
を
受
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
専

門
の
相
談
員
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
一
緒
に
考

え
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
卒
業
生

の
就
職
先
企
業
を
対
象
に
し
た
最
近

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
本
学
卒
業
生

は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
学

生
の
皆
さ
ん
に
は
自
信
を
持
っ
て
就

職
活
動
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
保
護
者
の
皆
様
か
ら
も
、
学
生

本
人
が
気
づ
い
て
い
な
い
長
所
が
あ

れ
ば
指
摘
し
、
自
信
を
持
つ
よ
う
促

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
。
低
学
年
の
学
生
が
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
多
く
の
学

生
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
（
対

象
学
年
別
の
詳
細
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

2
面
に
掲
載
）
。

　
全
学
的
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し
て

は
、
1
・
2
年
生
向
け
に
開
講
し
て

い
る
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
（
共
通

教
育
科
目
）
」
等
も
あ
り
ま
す
。

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
は
多
彩
な

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
講
話
も

あ
り
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
、
視

野
を
広
げ
つ
つ
早
期
か
ら
キ
ャ
リ
ア

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ

と
し
て
い
ま
す
。
低
学
年
時
か
ら
卒

業
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
目
標
を

も
っ
て
大
学
生
活
を
過
ご
し
て
も
ら

え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
各
学
部
主
催
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や

説
明
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

学
部
の
就
職
担
当
窓
口
に
お
尋
ね
く

近
は
1
日
開
催
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多

い
で
す
が
、
志
望
度
の
高
い
企
業
や

業
種
な
ら
ぜ
ひ
5
日
間
以
上
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
業
務
内
容
を
理

解
す
る
と
と
も
に
、
社
風
が
自
分
に

マ
ッ
チ
し
て
い
る
か
確
認
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
3
年
生
の
採
用
活
動
は

更
に
早
期
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
プ
レ
期
の
イ
ベ
ン
ト
で
接
触
の

あ
っ
た
学
生
に
早
期
選
考
を
行
う
企

業
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
2
年
生
か
ら
は
通
年
採
用

も
拡
大
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
新
卒

一
括
採
用
が
な
く
な
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
既
卒
未
経
験
者
の
採
用

や
秋
入
社
、
専
門
的
な
能
力
を
持
っ

た
人
材
の
採
用
な
ど
、
時
期
や
方
法

の
多
様
化
が
進
む
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
長
期
留
学
を
考
え
て
い
る
、
あ

る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

N
P
O
活
動
、
部
活
動
等
に
力
を
入

れ
た
い
学
生
に
と
っ
て
は
追
い
風
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
注
）経
団
連
が
定
め
た「
採
用
選
考
に
関
す
る
指

針
」に
基
づ
く
ル
ー
ル（
現
3
年
生
以
降
は
政
府
主

導
の
ル
ー
ル
で
同
様
の
日
程
が
維
持
さ
れ
る
）

本
学
の
就
職
支
援
に
つ
い
て

〜
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
や
各
学

部
主
催
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
イ
ベ

ン
ト
等
の
活
用
を
〜

　
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
職

活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
学
部
3
年

生
（
院
1
年
生
）
を
対
象
に
、
年
間

を
通
し
て
様
々
な
就
職
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
年
7
回
の
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
少
人
数
・
予
約
制
の
就
職
支

援
講
座
に
加
え
、
業
界
・
職
種
セ
ミ

ナ
ー
、
合
同
・
個
別
の
企
業
セ
ミ

ナ
ー
・
説
明
会
（
2
0
1
8
年
度
は

約
5
0
0
社
参
加
）
等
も
実
施
し
て

採
用
活
動
は
ま
す
ま
す
早
期
化

〜
プ
レ
期
の
準
備
が
い
っ
そ
う

重
要
に
〜

　
現
在
の
ル
ー
ル
（
注
）
に
よ
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
3
月
1
日
か
ら

求
人
情
報
の
公
開
や
企
業
説
明
会
等

の
広
報
活
動
が
解
禁
さ
れ
、
6
月
1

日
か
ら
面
接
等
の
選
考
が
開
始
と
な

り
ま
す
が
、
今
年
は
3
月
上
旬
か
ら

面
接
を
始
め
る
企
業
が
増
加
し
、

内
々
定
の
時
期
も
4
月
下
旬
が
ピ
ー

ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。
3
月
1
日
か

ら
の
企
業
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
開
始
か

ら
直
ぐ
に
筆
記
試
験
や
面
接
が
始
ま

る
た
め
、
2
月
ま
で
の
プ
レ
期
の
準

備
が
一
層
重
要
で
、
事
前
に
業
界
・

企
業
研
究
を
し
っ
か
り
行
い
つ
つ
、

自
分
の
適
性
も
見
極
め
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
本
学
で
も
参
加
者
が
年
々
増
え
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
自
身

の
適
性
を
知
る
た
め
の
良
い
機
会
で

も
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
参
加
す
る
だ

け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
目
的

意
識
を
持
っ
て
参
加
し
、
終
了
後
は

振
り
返
り
を
行
っ
て
、
自
分
に
不
足

し
て
い
た
点
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
伸

ば
す
た
め
の
努
力
が
大
切
で
す
。
最

　3年生の秋頃に大学で開催された「中小企業の魅力発見講座」に参加
し、就活をスタートさせました。教育学部に進んだ私には教員を目指すという選択肢ももちろんあ
りましたが、改めて進路を考えた際、一度は学校から出てみても良いのではないかと思うにいたり
ました。そこで、まずは情報収集から始めました。
　教員志望者のためのセミナーや説明会の情報、教員募集の案内は学部からもメール等で多々
受け取っていましたが、一般企業の求人情報は他学部に比べて少なかったです。ですから私は、大
学で開催される企業説明会等にはすべて足を運び、ITや金融、建築など、興味のある業界のブー
スで、企業の方と直接話をすることに重きを置いて活動しました。また現場を体験したいという思
いから、インターンシップにも6社参加しました。自分の目で企業の姿を見ることができたのは進
路選択の上でとても参考になりました。なお、そのうちの一つが内定先企業となりました。
　就活を通して感じたことは、何も、特別に自慢できるような体験談はなくても良いということで
す。これから就活を始める皆さんは、ESに何を書けば良いのか困ることがあるかもしれませんが、
普段の学生生活や部活で取り組んだ内容を自分の言葉でしっかりまとめ、面接でも話をすること
ができれば良いのではないかと思います。

　もっと研究に触れたいという思いから院に進み、生命化学専攻で学びました。研究は楽し
いものでしたが、一方で、将来は、人々の生活の不便さを少しでも解消するような仕事をした
いという思いもありました。元々人と話をしたり、人の役に立つのが好きです。そこで、生活に密接に関わる分野で
自分の学びを生かしたく、就活を始めました。
　就活中は大学の施設をよく利用しました。東京の海音寺潮五郎記念東京学生宿泊施設には1週間ほど滞在し、近
隣で開催される企業説明会等に集中参加。安く宿泊でき、助かりました。就職支援センターではジョブサポーターの
方に相談に乗ってもらったり、ESを添削してもらいました。院生だからといって、学部生と就活の仕方が変わるわけ
ではありませんが、就職情報サイト経由で研究職にエントリーする際、研究内容を書く必要がある分、ESの項目が多
いようには感じました。研究を企業でどう活かすのか、という設問もありました。また、研究内容と少しでも異なる分
野の業種だと、面接でそのことについて尋ねられるので、「研究に携わった結果、人の役に立つことが好きだと改め
て分かった」と自分の気持ちを明確に伝えるようにしました。
　長い時間研究に触れたことで、色々なことを深く考え、試行を繰り返したという経験が多くあります。それがアピー
ル材料になったと思います。また、就活では他者との関わり方も重視されます。アルバイトやサークル等何でも良いの
で、他者との関係の中で、どのような考えのもと、どのような行動を取り、その結果どうなったのかという体験をしっ
かり話せると良いと思います。
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●平成30年度学部卒業者の就職・進路状況

●平成30年度学部卒業者の学部別・産業分類別就職状況（単位：人）

（令和元年5月1日現在）
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1,183

上記以外の業種

75.4 4.6 20.0

81.1 7.5 11.4

52.8 38.9 8.3

86.8 9.9
3.3

42.3 54.4
3.3

68.6 25.6 5.8

64.2 27.6 8.2

87.1 6.5 6.5

※ES…エントリーシート

◎内定者インタビュー ◎内定者インタビュー
内野 真瑚さん　教育学部 学校教育教員養成課程4年
●株式会社現場サポート（鹿児島市）内定
【就職活動DATA】志望業界／主にIT　ES提出／5社
インターンシップ／6社（IT、銀行、医療等）
内定／1社　就活費用／2～3万円（衣服代）

瀬戸川 優也さん　理工学研究科 生命化学専攻2年
●NTT東日本（本社／東京都）内定
【就職活動DATA】志望業界／食品・IT　ES提出／15～20社
インターンシップ／2社（食品メーカー、情報）
内定／2社　就活費用／25～30万円
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※4月以降のスケジュールは予定。
※上記の他にも、年間2･3回の卒業生による就職支援セミナー（全学生対象）や各学部主催の就職ガイダンス、説明会等
　（詳細は各学部の就職担当窓口まで）があります。

三
井
　
好
古

大
学
院
理
工
学
研
究
科
（
理
学
系
） 

准
教
授

森
　
裕
生

高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー 

助
教

東北大学大学院工学研究科修了。
博士（工学）。2014年4月着任。
専門は強磁場材料学

　

あ
る
元
素
と
元
素
の
反
応
に
磁
場
を
印
加
す

る
こ
と
で
、新
し
い
物
質
を
作
り
出
す
と
い
う
、

磁
場
を
利
用
し
た
物
質
合
成
の
研
究
を
し
て
い

ま
す
。通
常
、物
質
を
合
成
す
る
際
は
原
料
を

溶
か
し
た
り
、化
学
反
応
を
利
用
し
た
り
し
ま
す

が
、そ
こ
に
磁
場
を
利
用
す
る
こ
と
で
合
成
が
促

進
し
た
り
、合
成
に
際
し
結
晶
を
揃
え
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で

マ
ン
ガ
ン
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
る
永

久
磁
石
に
な
る
物
質
へ
の
合
成
を
、磁
場
を
用
い

る
こ
と
で
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

「
永
久
磁
石
」と
は
、ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
や
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
カ
ー
の
モ
ー
タ
ー
部
分
に
使
用
さ
れ
て
い

る
材
料
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、私
の
研
究
分
野
が
世
の
中
の
ど

う
い
う
分
野
に
繋
が
っ
て
い
る
か
と
い
う
話
を
、担

当
す
る「
新
し
い
物
質
観
」や「
固
体
物
理
Ⅱ
」等

の
講
義
で
学
生
に
し
っ
か
り
伝
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。高
校
ま
で
の
学
習
で
元
素
、特
に
金
属

元
素
に
つ
い
て
は
、名
称
は
知
っ
て
い
て
も
、磁
気

を
帯
び
る
か
、と
か
、電
気
を
通
す
か
、と
い
っ
た

性
質
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
に
く
い

の
で
は
、と
思
っ
て
い
ま
す
。講
義
で
は
ラ
イ
タ
ー

の
発
火
に
使
わ
れ
て
い
る
物
質
や
、周
期
表
の
中

で
磁
石
に
反
応
す
る
物
質
と
い
う
よ
う
な
具
体

的
な
例
を
元
に
、学
生
の
皆
さ
ん
が
よ
り
元
素

や
物
質
を
想
像
し
や
す
い
よ
う
な
話
題
提
供
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

　

卒
業
ま
で
に
、何
か
現
象
が
起
こ
っ
た
と
き

に
、な
ぜ
だ
ろ
う
と
考
え
、そ
れ
を
説
明
す
る
と

い
う
一
連
の
流
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。理
学
部
に
は
1
〜
3
年
生
を

対
象
と
し
た
、本
格
的
な
研
究
の
先
取
り
が
で

き
る
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
と
い
う
授
業
が
あ
り
ま

す
の
で
、そ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
活
用
し
、ぜ

ひ
研
究
の
面
白
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

早稲田大学大学院人間科学研究
科修了。博士（人間科学）。2017
年10月着任。専門は教育工学

　

み
な
さ
ん
は「
振
り
返
り
」と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
振
り
返
り
」は

1
つ
の
研
究
分
野
と
し
て
様
々
な
研
究
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。「
振
り
返
り
」の
学
術
的
定
義
は
い

く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、こ
こ
で
は
、①
何
か
に
失

敗
し
た
と
き
、そ
の
原
因
を
精
査
し
、次
に
上
手

く
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
考
え
る
こ

と
、②
上
手
く
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う

に
し
て
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、次
に
よ

り
良
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
を
考

え
た
り
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。私
は

大
学
生
の
学
習
を
対
象
に
振
り
返
り
の
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。し
か
し「
振
り
返
り
」は
学

習
の
場
面
だ
け
で
な
く
、部
活
動
や
委
員
会
、友

人
・
家
族
の
関
係
を
よ
り
良
く
し
た
り
す
る
た
め

に
も
重
要
な
活
動
で
す
。す
な
わ
ち
、人
が
よ
り

よ
く
生
き
、よ
り
よ
い
未
来
を
作
る
た
め
に
必
要

な
活
動
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
学
院
生
の
と
き
、複
数
の
大
学
の
学

生
が
受
講
す
る
大
学
連
携
授
業
に
学
生
の
サ

ポ
ー
ト
担
当
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。サ
ポ
ー
ト

だ
け
で
な
く
、所
属
の
異
な
る
学
生
の
交
流
を

深
め
る
た
め
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
授
業
の

企
画
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。そ
の
数
年
後
、あ
る

学
生
が
卒
業
す
る
際
に「
サ
ポ
ー
ト
が
と
て
も
あ

り
が
た
か
っ
た
。授
業
を
受
け
て
視
野
が
広
が
っ

た
。」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
れ
ま
し
た
。授
業
を
振

り
返
り
な
が
ら
学
ん
で
く
れ
た
学
生
に
出
会
え

た
こ
と
で
、大
学
授
業
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し

た
。こ
の
経
験
が
、私
が
大
学
教
員
を
志
す
き
っ

か
け
で
し
た
。

　

今
で
も
、私
の
授
業
を
受
け
た
学
生
が
授
業

を
振
り
返
り
、将
来
、関
連
す
る
授
業
や
活
動
に

参
加
し
た
と
き
に
何
か
を
思
い
出
し
、新
た
な
考

え
を
持
っ
た
り
知
識
を
得
た
り
し
て
く
れ
る
こ
と

を
意
識
し
な
が
ら
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま

す
。大
学
で
の
授
業
す
べ
て
に
意
義
を
見
出
す

の
は
、今
は
ま
だ
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か

し
、目
の
前
の
物
事
が「
自
分
に
と
っ
て
価
値
が

あ
る（
・
な
い
）」と
は
即
断
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

今
の
自
分
に
不
要
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、未
来
の

こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
。み
な
さ
ん
に
は
、将
来
を

見
据
え
て
、い
ま
行
っ
て
い
る
こ
と
を
丁
寧
に
振

り
返
り
、長
い
目
で
物
事
を
見
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

2019年度の全学キャリア・就職支援スケジュール

サテライト
　https://www.kagoshima-u.ac.jp/job/post-7.html
海音寺潮五郎記念東京学生宿泊施設
　https://www.kagoshima-u.ac.jp/education/post-25.html

　1年生のとき、プレ地域キャリア・インターンシップに参加しました。グリーンファーム
は、農産物直売館や体験用農地、キャンプ場等がある施設で、一般のお客様を対象とし
た野菜の収穫体験や料理教室を実施しています。私は調理班に配属され、職員のサポー
トや農作業の補助をしました。
　元々消極的な性格で、始めのうちは周りの方々とも積極的に話せませんでした。そん
な中、料理教室のレシピ考案という企画書作りに取組みました。料理が好きだったこと
もありますが、お客様がより楽しめて、なおかつ作りやすいレシピにするためには、どう
いう材料を用い、どう調理すれば良いかを考え、工夫してまとめていくという作業はと
ても楽しかったです。これまでインプットしてきた知識が、アウトプットによって形にな
るという貴重な経験ができ、とても勉強になりました。また私は、何かをより良くするた
め、想像力を駆使してアレンジするという作業が好きだということにも気付けました。
　職員の方からは「気配り上手」とか「周りをよく見ている」といった評価を頂きまし
た。それが私の強みなのかなと思い、嬉しかったです。他人に自分を客観的に評価しても
らえる機会はそれまであまりなかったので、自信に繋がりましたね。インターンシップを
終える頃には、いつの間にか人前で話すことも苦ではなくなり、周りから「前向きになっ
たね」と言われました。自分の足りない部分だけでなく長所に気付けるのもインターン
シップの良さです。早期に体験することで、その後の意識や大学での過ごし方が変わっ
たので、参加して本当に良かったと思っています。

インターンシップやボランティア、サークル活動の経験がないと就活では不利にな
るのでしょうか？（過去の保護者アンケートより）

不利になるということはありません。学生時代に何をしたかは問題ではなく、学業で
も課外活動でも、学生時代に打ち込んだものがあり、その経験を通して自分がどう成
長し、何を得たのか、自分の言葉できちんと語れるかどうかが問われます。例えばイン
ターンシップはその材料の一つにはなりますが、学業やボランティア、部活動等、他に
力を入れていることがあるのなら、それらを犠牲にしてまでインターンシップに参加す
る必要はないと考えます。ただし、その場合でも、社会人との交流の機会をなるべく
多く持つようにするのが望ましいですね。学外の様々な年代・職業の方と接すること
で、様々な気づきが得られ、自己成長につながるのではないでしょうか。

就職活動やインターンシップ、実習等で利用できる県外の施設について教えてください。

以下の2つが利用できます。
1.鹿児島大学セカンドキャンパス（東京サテライト［新宿］、福岡サテライト［天神］）
　パソコン、コピー機、プリンター、更衣室を備えており、就職活動やインターン
シップ等の際に、書類準備や情報収集、休憩、着替え、荷物の預かり等が事前予
約不要・学年不問で利用できます。

2.海音寺潮五郎記念東京学生宿泊施設
　鹿児島県出身の歴史小説家、海音寺潮五郎氏のご
遺族から寄贈を受けた記念館を、教育・研究活動
拠点として改修・整備したものです。小田急線経堂
駅から徒歩5分、利用料は無料（シーツ等のクリー
ニング代のみ実費負担）。利用の際は1週間前まで
に就職支援センターにて申込みが必要です。

窪田　瑛水さん
農学部農業生産科学科 3年

・就業先：グリーンファーム（鹿児島市観光農業公園）
・期間：10 日間
★自治体や地元企業と連携したカリキュラムを提供する「かごしまキャリア教育プログラム」で参加

早期のインターンシップ経験が自信に。

インターンシップ体験談

就活あれこれ　Q&A

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

4月

5月

6月

10月

○前期
「キャリアデザイン」

○後期
　「キャリアデザイン」

○中小企業の魅力発見
　講座

○1・2年生対象進路
　ガイダンス

○学内業界研究フェア
　（ブース形式）

○インターンシップ学内
　合同企業説明会

○第1回就職ガイダンス
　（就活スタートアップ～どうなる？
　2021年卒の就職活動）

○インターンシップ学内合同企業
　説明会
○「就職支援ガイドブック」配布

○第3回就職ガイダンス
　（業界・企業研究）

○就活マナー実践講座

○内定者との懇談会

○第4回就職ガイダンス
　（公務員希望者対象）

○中小企業の魅力発見講座

○第5回就職ガイダンス
（エントリーシート対策）
○第6回就職ガイダンス
（面接対策&就活ストレス対処法）

○第7回就職ガイダンス
　（直前対策～2月からの攻め方）

○学内業界研究フェア（ブース形式）
○グループディスカッション実践
○模擬面接会

○個別企業セミナーフェア
　（講義形式）

○公務員採用試験説明会

○教員採用試験説明会

○就活見直し講座
○県内企業による学内合同企業
　説明会（ブース形式）
○公務員・教員希望者向け集団討
　論対策

○第2回就職ガイダンス
　（インターンシップ選考対策）

イ
ン
タ
ー
ン
（
夏
季
）

自
己
分
析
・
業
界
研
究

選
考
試
験
・
内
々
定

イ
ン
タ
ー
ン
（
秋
・
冬
季
）

企
業
説
明
会
・
エ
ン
ト
リ
ー

内定式

4年次
（院2年次）

1･2年次 3年次（院1年次）

業
界・職
種
研
究
セ
ミ
ナ
ー（
随
時
）

学
内
個
別
企
業
説
明
会（
随
時
）

海音寺潮五郎記念
東京学生宿泊施設
（世田谷）

福岡サテライト
（天神） 東京サテライト

（新宿）

Q

A

Q

A

◎
先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

磁
場
で
新
し
い
物
質
を
作
り
出
す

よ
り
よ
い
未
来
の
た
め
に「
振
り
返
り
」の
す
す
め

T
E
A
C
H
E
R
,S
  IN

T
E
R
V
IE
W
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代表 渡辺 貴大さん
水産学部水産学科 4年

井上 聡佑郎さん
工学部機械工学科 4年

　ロボットコンテスト通称“ロボコン”に
向け、男子32名、女子4名で日々ロボット
製作に励むロボット研究会。部員は設計
班・回路班・制御班に分かれ、設計から加
工、回路製作、プログラミング等すべての
工程を手掛ける。それらが一通りできる
ようになる者もいれば、一分野を極める
者もいる。
　製作の期間外は、パソコンを自作した
りプログラミングコンテストに参加する
等、それぞれが技術向上に努めている。
多くの部員は初心者だったが、先輩部員

や大学技術職員の熱心な指導により、
皆、高い技術を身につけているという。ま
た、大崎町でプログラミング講座を手
伝ったり、イベントではロボット操縦の体
験ブースを設け、子どもたちと交流する
など、学外での活動にも力を入れている。
　目標はNHK学生ロボコン出場、そして
上位進出。「ものづくりに興味のある方、
一緒にロボットを創りませんか？」と部
長の酒井 義史さん。部員は随時募集中
なので、興味のある方は研究会のHPを
覗いてみては。

ウィンドサーフィン部
風に乗って海を疾走！

ロボット研究会
最高のロボット製作を目指して

Clubs

鹿　大　生
本学では、学生自らが企画・運営・実施する様々な活動を支援することによって、本学における進取の精神
を継承・発展することを目的とし、「鹿児島大学進取の精神チャレンジプログラム」を実施しています。
今年度採択された10プログラムのうち、2プログラムをピックアップ！活動の様子をお届けします。

「鹿児島大学進取の精神チャレンジプログラム」採択団体による活動がスタート

　
日
本
の
高
齢
化・過
疎
化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で

い
る
現
在
、鹿
児
島
県
に
お
い
て
も
こ
の
課
題
に

向
き
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は

肝
属
郡
錦
江
町
に
注
目
し
、「
錦
江
町
に
夢
を
育

む
文
化
と
風
土
を
創
る
こ
と
」を
目
的
と
し
て
、

こ
の「
錦
江
町
子
ど
も
未
来
作
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。地
域
に
愛
着
を
持
つ
と
と

も
に
、将
来
の
夢
を
描
け
、さ
ら
に
そ
れ
を
実
現

で
き
る
能
力
を
持
っ
た
次
世
代
の
担
い
手
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
指
し
、子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
交
流
会
、イ
ベ
ン
ト
等
を

企
画・実
施
し
て
い
く
こ
と
が
主
な
活
動
内
容
で

す
。

　
今
回
錦
江
町
に
注
目
し
た
き
っ
か
け
は
、メ
ン

バ
ー
の
井
上　
聡
佑
郎
が
錦
江
町
で
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
た
か
ら
で
す
。彼
は

社
会
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
、空
き
家
を
活

用
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
立
ち
上
げ
る
べ
く
、

2
0
1
9
年
４
月
に
移
住
。そ
の
生
活
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
と
も
っ
と
関
わ
り
た
い
、ま
た
子
ど

も
た
ち
に
は
自
分
の
将
来
に
わ
く
わ
く
し
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
ま
し
た
。そ
こ
で
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
持
っ
て
も
ら
う
第一歩
と
な
る
よ

う
考
案
し
た
企
画
が
、9
月
か
ら
10
月
に
か
け
て

実
施
し
た
、鹿
大
生
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
事
業

「
わ
く
わ
く
！
夢
発
見
プ

ロ
グ
ラ
ム
〜
鹿
児
島
大
学

生
と一緒
に
探
そ
う
〜（
全

4
回
）」で
す
。対
象
は
小

学
4
〜
6
年
生
で
、「
錦
江

町
ま
ち
・
ひ
と
・

『
M
I
R
A
I
』創
生
協

議
会
」事
務
局
に
も
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施

し
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に

先
駆
け
て
、8
月
に
は
子

ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

事
前
説
明
会
を
開
催
。こ
の
説
明
会
の
目
的
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
図
や
関
わ
る
学
生
を
保
護
者
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。9
月
初
旬
に

は
、錦
江
町
校
長
研
修
会
の
場
を
お
借
り
し
、事

業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。先
述
し
た
協
議
会

事
務
局
と
協
働
し
た
こ
と
で
、こ
の
よ
う
に
地
元

小
学
校
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
成
果
と
し
て
、定
員

10
名
の
と
こ
ろ
、ち
ょ
う
ど
10
名
の
子
ど
も
た
ち

が
応
募
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
1
回
目
は
、町
内
の
商
店
街
で

あ
る「
大
根
占
中
央
商
店
街
」の
10
店
舗
の
皆
様
に

協
力
を
い
た
だ
き
、実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら一

緒
に
活
動
す
る
子
ど
も
た
ち
と
学
生
の
仲
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
、商
店
街
を
舞
台
に
、町
歩
き

を
し
な
が
ら
お
店
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た

り
、様
々
な
ス
ポ
ッ
ト
で
謎
解
き
を
し
た
り
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。こ
の
町
歩
き
で
、子
ど
も
た
ち
と
学

生
の
仲
が
深
ま
っ
た
の
は
勿
論
、店
舗
の
方
々
も

楽
し
ん
で
く
だ
さ
り
、町
内
で
新
た
な
繋
が
り
が

生
ま
れ
た
と
感
じ
、良
か
っ
た
で
す
。終
わ
り
に

は
、各
班
ご
と
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
内
容
を
発

表
し
、参
加
者
で
町
歩
き
の
ま
と
め
を
し
ま
し
た
。

10
月
以
降
も
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
子
ど
も
た

ち
の
夢
発
表
会
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、私
た
ち
は
、子
ど
も

の
夢
の
実
現
に
向
け
た
支
援
す
る
と
と
も
に
、町

を「
夢
を
応
援
し
、育
む
町
」と
し
て
活
性
化
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、私
た
ち
に

と
っ
て
も
、地
域
の
未
来
を
創
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ま
ち

づ
く
り
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
、人
材
育
成
の一端
を

担
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。私
た
ち

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、5

年
、10
年
と
継
続
さ
せ
て
い
き
、い
ず
れ
高
齢
化
や

過
疎
化
等
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
な
れ
た
ら
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
錦
江
町
、と
っ
て
も
素
敵
な
町
で
す
！
是
非一度

来
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　

世
界
1
3
7
の
国
と
地
域
が
加
盟
し
、

1
3
0
万
人
以
上
の
医
学
生
が
参
加
す
る（
※
）国

際
N
G
O「
国
際
医
学
生
連
盟（
I
F
M
S
A
）」。

そ
の
I
F
M
S
A
の
日
本
支
部
で
あ
る「
日
本
医

学
生
連
盟（
I
F
M
S
A-

J
A
P
A
N
）」の
鹿

児
島
支
部
と
し
て
活
動
し
て
い
る
の
が
、私
た
ち

医
学
部
生
で
結
成
し
た「
ぬ
い
ぐ
る
み
病
院
サ
ー

ク
ル
」で
す
。2
0
1
7
年
に
活
動
開
始
、

2
0
1
8
年
に
公
認
サ
ー
ク
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
サ
ー
ク
ル
は
2
つ
の
活
動
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。一

つ
目
は「
ぬ
い
ぐ
る
み
病
院
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」活
動
で

す
。こ
れ
は
I
F
M
S
A-

J
A
P
A
N
の
活
動

の一つ
で
、子
ど
も
た
ち
の
病
院
嫌
い
を
な
く
す
こ

と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、ぬ
い
ぐ
る
み
を
用
い
た
模
擬

診
察
や
保
健
教
育
を
行
う
も
の
で
す
。多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
検
査・治
療
等
の
医
療
行
為

は
怖
い
も
の
で
あ
り
、時
に
ト
ラ
ウ
マ
す
ら
植
え

つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、模
擬
診
察
等
に

よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
医
療
行
為
に
対
す
る
恐
怖

心
を
和
ら
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。私
た
ち
は

2
〜
3
ヶ
月
に一度
、鹿
児
島
市
内
の
保
育
園
に

赴
き
、子
ど
も
た
ち
と
模
擬
診
察
を
し
て
い
ま

す
。子
ど
も
に
は
医
者
に
な
っ
て
も
ら
い
、患
者
に

見
立
て
た
ぬ
い
ぐ
る
み
と「
診
察
ご
っ
こ
」を
行
い

な
が
ら
、診
療
の
流
れ
や
医
師
の
仕
事
に
つ
い
て

理
解
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は「
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
」活
動
で
す
。

こ
れ
は
検
査・治
療
等
を
控
え
た
子
ど
も
に
対
す

る
事
前
説
明
や
配
慮
の
こ
と
で
、実
際
の
医
療
現

場
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
こ
れ
に
学
生

の
立
場
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。き
っ
か
け
は
、

「
検
査
実
施
時
の
子
ど
も
の
鎮
静
」と
い
う
、小
児

医
療
の
課
題
の一つ
を
知
っ
た
こ
と
。子
ど
も
が
検

査
を
嫌
が
っ
て
泣
い
た
り
暴
れ
た
り
す
れ
ば
、当
然

大
人
は
抑
え
つ
け
ま
す
し
、や
む
を
得
ず
鎮
静
剤
を

使
用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
で
は
子
ど
も
が

病
院
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
抱
い
て
し
ま

う
だ
け
で
す
し
、ま
た
、鎮
静
剤
に
は
呼
吸
停
止
や

心
停
止
等
の
リ
ス
ク
も
伴
い
、危
険
で
す
。こ
れ
を
対

話
の
み
で
改
善
で
き
た
ら
と
い
う
思
い
か
ら
、取
組

み
を
始
め
ま
し
た
。

　
2
0
1
7
年
、鹿
児
島
市
内
の
病
院
か
ら
依
頼
を

受
け
、打
ち
合
わ
せ
や
現
場
の
見
学
を
始
め
ま
し

た
。こ
の
病
院
で
は
か
つ
て
看
護
師
が
プ
レ
パ
レ
ー

シ
ョン
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、多
忙
さ
ゆ
え
取
り
や

め
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
す
。と
は
い
え
、大

学
生
に
よ
る
医
療
現
場
で
の
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

前
例
が
な
く
、な
お
か
つ
入
院
中
の
子
ど
も
を
相
手

に
す
る
た
め
、入
念
な
準
備
が
必
要
で
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
5
月
、初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。検

査
の
前
日
、子
ど
も
と
絵
本
を
読
ん
だ
り
、一緒
に
遊

ん
だ
り
し
て
親
睦
を
深
め
、プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。内
容
に
は
工
夫
を
こ
ら
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、採
血
を
行
う
子
ど
も
に
は
、ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ

で
腕
を
縛
り
圧
迫
す
る
代
わ
り
に
細
長
い
風
船
を
代

用
し「
明
日
は
こ
ん
な
ふ
う
に
腕
に
巻
く
ん
だ
よ
。怖

く
な
い
か
ら
ね
」と
優
し
く
説
明
し
ま
し
た
。プ
レ
パ

レ
ー
シ
ョン
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、検
査
当
日
は
普
段
よ

り
も
落
ち
着
い
て
検
査
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
の
様

子
が
見
受
け
ら
れ
、ほ
っ
と
し
ま
し
た
。ま
た
、保
護

者
の
方
か
ら
も
、こ
の
よ
う
な
取
組
み
は
必
要
で
あ

る
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。し
か
し
な
が

ら
、様
々
な
年
齢・発
育
状
況
の
異
な
る
子
ど
も
を

相
手
と
す
る
こ
と
の
難
し
さ
も
痛
感
し
ま
し
た
。今

後
も
活
動
は
継
続
す
る
予
定
な
の
で
、ア
ン
ケ
ー
ト

等
か
ら
デ
ー
タ
を
集
め
、よ
り
良
い
実
施
が
で
き
る

よ
う
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
目
標
の一つ
は
、こ
の
活
動
を
通
じ
て
社

会
に
少
し
で
も
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。子
ど
も
の
健

康
は
社
会
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
で
す
し
、私
た
ち

に
と
っ
て
も
、こ
の
経
験
が
将
来
医
療
従
事
者
と
な
っ

た
と
き
に
役
立
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぬいぐるみで子どもたちを笑顔に！
鹿大流「ぬいぐるみ病院プロジェクト」

夢であふれる町をつくりたい！
地域×学生で課題を解決する
「錦江町子ども未来作りプロジェクト」

サークル紹介

九州選手権にて（大分県・2019年6月）

保育園での模擬診察の様子（2019年5月）

（※）加盟国・人数等のデータは
　　2018年6月時点のもの。

参加した小学生の皆さんと

商店街での謎解きイベント。
店舗の皆様にご協力いただきました。

磯海水浴場での全体練習
の一幕（2019年7月） 3次元CADを使って設計中 男子も女子も楽しく活動中

　毎週土曜、鹿児島市の磯海水浴場で
全体練習を行っている。1年生は上級生
から基本的な技術を学び、上級生は沖で
漕ぎやレース形式の練習を行う。風を動
力源に時速40km程が出せるが、水面を
滑るように走るため、体感速度は2倍に
も3倍にも感じるという。時にはイルカと
並走できることもあるそうだ。
　大学生から始めることが多いスポーツ
であるため、練習次第では大会で上位も
狙える。大会は年間を通じて多数開催さ

れており、今年はすでに３つの大会に出
場した。11月には冬季九州選手権に出場
予定だ。一方、「錦江湾カップ」を開催する
など、主催者としても精力的に活動して
いる。
　創部は1978年。20年程前は全国大会
でも上位に入賞し、強豪校として名を馳
せていた。「今はその頃の実績に追いつけ
るよう、まずは九
州圏内の大会で
成績を残したい」
と部員の鉄 昌樹
さんは語る。夢は
インカレ個人戦出
場。晴れ渡る空の
下、これからも海
を疾走し続ける。

代表 渡 耕大さん
医学部医学科 3年

安田 幸志郎さん
医学部医学科 3年

水流 かなこさん
医学部保健学科 3年

【地方創生活動部門】KG base（錦江町学生基地）

【一般部門】ぬいぐるみ病院サークル

「わくわく！夢発見プログラム」にて（2019年8月）

錦
江
町
地
域
お
こ
し

　
協
力
隊
と
し
て
活
動
中

ク ロ ー ズ ア ッ プ！
　

話を
してくれた
メンバー
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●
教
育
学
部
・
教
育
学
研
究
科
の
学

生
が
各
賞
を
受
賞

　
第
47
回
鹿
児
島
陶
芸
展（
鹿
児
島
県

お
よ
び
南
日
本
新
聞
社
主
催
）で
、創
作

部
門
の「
南
日
本
新
聞
社
賞
」を
教
育
学

部
美
術
専
修
4
年
の
藤
田 

菜
々
恵
さ
ん

が
受
賞
し
ま
し
た
。最
高
賞
の「
鹿
児
島

県
知
事
賞
」は
同
専
修
卒
業
生
の
山
元 

昌
俊
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、第
66
回
県
美
展（
鹿
児
島
県
美

術
協
会
な
ど
が
主
催
）で
、教
育
学
研
究
科

2
年
の
堀
之
内 

聖
さ
ん
の
作
品「
し
じ

ま
の
向
こ
う
へ
」が
、公
募
の
部
の
最
高

賞
で
あ
る
県
美
展
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

●
麓
（
ふ
も
と
）
の
魅
力
を
発
信
！

学
生
が
麓
街
歩
き
マ
ッ
プ
第
2
弾

を
制
作

　
工
学
部
の
鯵
坂 

徹
教
授
（
建
築
学
専

攻
）
の
研
究
室
に
所
属
す
る
学
生
ら
が
、

「
麓
街
歩
き
マ
ッ
プ
」
第
2
弾
を
制
作
し

ま
し
た
。麓
と
は
近
世
の
薩
摩
藩
が
統

治
し
た
伝
統
的
な
集
落
の
こ
と
で
、

2
0
1
9
年
に
は
鹿
児
島
県
と
し
て
初

と
な
る
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
な
ど

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。マ
ッ
プ
で
は
、

出
水
麓
、知
覧
麓
、入
来
麓
な
ど
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定

さ
れ
て
い
る
麓
の
他
、加
世
田
麓
、喜
入

麓
な
ど
14
ヶ
所
を
取
り
上
げ
て
お
り
、

学
生
が
執
筆
し
た
文
章
や
、
撮
影
し
た

写
真
・
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
、
鯵
坂
教
授

と
同
研
究
室
の
増
留 

麻
紀
子
助
教
が
監

修
し
ま
し
た
。麓
の
特
徴
や
歴
史
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
た
、
見
応
え
の
あ

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎課外活動実績（平成31年4月～令和元年9月）　　　

本学のホームページでは
様々な情報を発信しています。
「ニュース」では学生や教職員の活躍を、
「イベントカレンダー」では本学の行事等を
ご覧いただけます。広報誌
「鹿大ジャーナル」や本紙
「鹿大だより」のバックナ
ンバーも閲覧できます。

最新の就職状況は就職支援センターHPで
ご覧いただけます。
卒業者の就職状況、学部・研究科別の就職先一
覧等のデータの他、学内で開催されるセミナー・
ガイダンス、企業説明会等の情
報も多数掲載しています。ぜひご
覧ください。

Q & A

※本誌の送付にあたっては、学生が学務Webシステムに登録している10月25日現在の住所データを利用し
ています。住所変更時や送り先の変更をご希望の場合は、学生に変更手続きを行うようご連絡ください。
（住所を含む学生情報の変更は、学生本人のみ行うことができます）

鹿大　就職支援センター

https://www.kagoshima-u.ac.jp/career/https://www.kagoshima-u.ac.jp/

水産学部水産学科4年　岡本 情さん
トビタテ！留学JAPAN／フィリピン、マレーシア、イギリス、
オーストラリア（2018年4月～2019年3月）

◎留学だより

　高校生の頃から海外への憧れがあり、大学生になった
ら絶対に留学しようと決めていました。3年生のとき、給付
金型の留学制度「トビタテ！留学JAPAN」を知り、応募すること
に。この制度は目的や行き先を自分で計画するのが特徴です。私は大学で魚類
分類学研究室に所属しているので、留学の目的はその研究のためと決めました。
行き先については、研究室の本村先生に海外の研究機関を紹介してもらいまし
た。研究をしながら英語も学べれば思ったのです。結果、各国の大学や博物館
の研究室に所属しながら、魚類の調査・研究を行うこととなりました。
　最初に訪れたフィリピンでは、主に市場調査を行いました。ぎゅうぎゅう詰め
のジプニー（現地の乗合タクシー）で5時間かけて調査へ出かけたり、シャワー
のかわりにバケツで水を浴びたりと初めての経験ばかりでした。環境に慣れず、
体調を崩したことも…。ただ、助けてくださった現地の方も多くて、温かみを感じ
ました。マレーシアでは、研究室の先生に同行させていただき魚類相のダイビン
グ調査等を行いました。イギリスでは、世界トップクラスの博物館であるロンドン
自然史博物館の研究室に所属し、最先端の研究に触れました。特に、留学の目
的の一つだった専門としているカレイ目の貴重な標本の調査を行うことができ
たのは嬉しかったです。これらの結果をもとに、新種論文の記載を進めたいと
思っています。
　このように、留学中は思う存分調査・研究を行い、英語と共に専門の知識を
得ることができました。しかしそれと同等に、他国の文化や慣習に触れたり、
様々なバックグラウンドを持つ人 と々出会えたことも、私にとって大きな財産とな
りました。海外では、貧困や宗教、移民、マイノリティ等の複雑な問題がいつも
身近にありました。そして、そのような複雑さを受け入れる人々の姿や社会のあり
方を目にしました。途上国と先進国の異なった地域を訪れたので、学ぶことが多
かったですね。一方で、改めて実感した日本の良さもあります。例えば「環境」に
対する考え方です。日本の道路は綺麗と言われますが、そのことに本当の意味で
気づけたのは留学を終えてからでした。当たり前だと思っていた常識は、世界の
常識ではないのだと理解できたのも、
留学を経験したからこそだと思いま
す。
　海外では大変なこともありましたが、
すべてが自身の糧になっているので、
留学して良かったと心から感じます。も
し迷っている方がいたらぜひ挑戦して
ほしいです。これまで気づけなかったこ
とに気づけるようになれば視野がぐっ
と広がりますし、何より、本当に楽しい
ですから。

  2019年4月　
～2019年9月

　
工
学
部
建
築
学
科
で
は
、長
年
、教
員

や
学
生
ら
が
麓
の
調
査
を
行
っ
て
き
て

お
り
、
こ
の
街
歩
き
マ
ッ
プ
も
そ
れ
ら

の
研
究
を
受
け
継
い
で
で
き
た
も
の
で

す
。マ
ッ
プ
は
建
築
学
科
の
H
P
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
共
同
獣
医
学
部
が
獣
医
学
教
育
評

価
に
お
い
て
「
基
準
に
適
合
し
て

い
る
」
と
認
定

　
共
同
獣
医
学
部
は
、公
益
財
団
法
人

大
学
基
準
協
会
の「
獣
医
学
教
育
評
価
」

に
お
い
て「
基
準
に
適
合
し
て
い
る
」と

認
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
評
価
は
、大
学

基
準
協
会
が
、獣
医
学
教
育
学
士
課
程

の
水
準
の
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、

評
価
を
通
じ
て
、獣
医
学
教
育
学
士
課

程
の
質
を
社
会
に
対
し
て
広
く
保
証
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
判
定
す
る
も
の
。

全
国
獣
医
系
国
立
大
学
10
校
の
う
ち
8

校
が
2
校
ず
つ
の
共
同
獣
医
学
課
程
を

組
む
中
、最
初
の
認
定
取
得
と
な
り
ま

し
た
。今
後
さ
ら
な
る
改
善
に
努
め
、国

際
水
準
の
獣
医
学
教
育
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

●
日
本
初
記
録
と
な
る
大
型
ア
ジ
科

魚
類
を
大
学
院
生
が
発
見
。
「
ヨ

コ
ヅ
ナ
マ
ル
コ
バ
ン
」
と
命
名

　
総
合
研
究
博
物
館
が
行
っ
て
い
る
鹿

児
島
県
の
魚
類
相
調
査
の
過
程
で
、
南

さ
つ
ま
市
笠
沙
町
で
発
見
さ
れ
た
全
長

1
m
ほ
ど
の
大
型
ア
ジ
が
、
国
内
初
確

認
と
な
る
「
ト
ラ
キ
ノ
ー
タ
ス
・
ア
ナ

ク
」だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、調
査
に
あ

た
っ
た
連
合
農
学
研
究
科
2
年
の
和
田 

英
敏
さ
ん
が
標
準
和
名
「
ヨ
コ
ヅ
ナ
マ

ル
コ
バ
ン
」と
命
名
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
、地
元
の
漁
師
が
研
究

室
に
持
ち
込
み
、
和
田
さ
ん
が
調
査
を

開
始
。当
初
は
、
同
様
の
希
少
種
で
あ

る「
コ
ガ
ネ
マ
ル
コ
バ
ン
」と
見
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
頭
部
の
骨
の
形
が
異
な

る
こ
と
、
舌
に
歯
を
持
た
な
い
こ
と
な

ど
の
特
徴
か
ら
こ
の
魚
類
の
正
体
を

突
き
止
め
ま
し
た
。名
前
の
由
来
は
、

そ
の
巨
体
と
発
達
し
た
背
部
の
筋
肉

が
横
綱
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
。

2
0
1
9
年
7
月
、日
本
魚
類
学
会
の

刊
行
す
る
魚
類
学
雑
誌
で
発
表
し
ま

し
た
。

※（　）内に学部および学年を省略して掲載

地元の漁船に同乗するため準備を行う岡本さん
（フィリピンにて）

●ラグビー部　・第57回木元杯九州セブンズ　ボウルトーナメント準優勝
●柔道部　・第61回全国国立大学柔道優勝大会　7人制団体戦5位
●馬術部　・第15回九州地区全日本馬術三大大会　学生章典障害飛越競技優勝　株本雅樹（水3）
　　　　　・第55回全日本学生女子選手権大会予選会　馬場馬術2位　山口明日香（医1）
●ハンドボール部　・第28回九州学生ハンドボールリーグ春季大会　男子2部優勝　1部リーグ昇格
●水泳部
　・第5回九州学生春季公認記録会
　　女子　50mバタフライ1位　池田芽生（教1）／100m自由形1位　荻田早希（教3）
　　　　　200mフリーリレー1位　池田芽生（教1）、若松来夢（工2）、荻田早希（教3）、和田実央理（獣2）
　　男子　200mフリーリレー3位　山下茂(理3）、平井樂（工1）、米田一貴（工２）、東遼大（水3）
　・第1回九州学生夏季公認記録会
　　女子　50mバタフライ1位　池田芽生（教1）／50mバタフライ2位　北住優佳（教1）
　　　　　50m自由形2位　荻田早希（教3）／400mメドレーリレー1位（荻田･若松･池田･和田）
　　　　　200mフリーリレー1位（和田･若松･北住･荻田）／400mフリーリレー2位（荻田･若松･池田･和田）
　・第66回九州地区国公立大学選手権水泳競技大会
　　男子　200m平泳ぎ2位　平井樂（工1）／400m自由形3位　白石雄樹（理3）
　　　　　400mメドレーリレー第3位　土井康輔（教4）、平井樂（工1）、白石雄樹（理3）、東遼大（水3）
　　女子　団体総合2位  全国国公立大学選手権団体権獲得
　　　　　50m自由形1位・100m自由形3位　荻田早希（教3）／50m自由形3位　和田実央理（獣2）
　　　　　100mバタフライ2位・400m個人メドレー2位　池田芽生（教1）／200mバタフライ3位　北住優佳（教1）
　　　　　200mフリーリレー2位（池田･北住･和田･荻田）／400mフリーリレー3位（和田･北住･若松･荻田）
　　　　　400mメドレーリレー3位（荻田･若松･池田･和田）
　・第79回九州学生選手権水泳競技大会
　　女子　団体総合4位  日本学生選手権団体権獲得
　　　　　50m自由形2位　荻田早希（教3）／200mバタフライ3位　北住優佳（教1）
　　　　　100mバタフライ3位・400m個人メドレー2位　池田芽生（教1）  日本学生選手権出場権獲得
　・第74回国民体育大会水泳競技広島県予選会　男子　50mバタフライ1位　土井康輔（教４）　
　・鹿児島県選手権水泳競技大会　女子　50m自由形1位　荻田早希（教３）  茨城国体出場権獲得
　・第66回全国国公立大学選手権水泳競技大会
　　男子　200m自由形7位　白石雄樹（理3）
　　女子　団体総合8位／50m自由形4位・100m自由形7位　荻田早希（教3）
　　　　　50m自由形8位　和田実央理（獣2）／100mバタフライ7位　池田芽生（教1）
　　　　　200mフリーリレー4位（池田･北住･和田･荻田）
●医学部ゴルフ部
　・第58回九州・山口医科学生体育大会
　　男子　団体優勝　大坪忠由（医;医3・個人準優勝）、西久保省吾（医;医3・個人4位）、徳田祐也（医;医3・個人7位）、
　　　　　　　　　　楯林義直（医;医6・個人8位）
　　女子　個人3位　前田陽香（医;医6）
　・第71回西日本医科学生総合体育大会　男子　団体優勝　大坪忠由（医;医3・個人準優勝）、徳田祐也（医;医3・個人6位）
●医学部軟式庭球部
　・第58回九州・山口医科学生体育大会　女子個人戦優勝　白石萌夏（医;保4）・浅野茉莉香（医;医5）ペア
　・第71回西日本医科学生総合体育大会　男子個人戦ベスト8　宮原和暉（医;医2）・前野拓郎（医;医5年）ペア
　・第6回西日本コメディカル学生ソフトテニス大会　女子　団体戦準優勝
　　個人戦ベスト4　内丸楓菜（医;保1）、澤口友香（医;保2）／個人戦ベスト8　西俣香歩（医;保2）、時川舞（医;保2）
●医学部・歯学部合気道部　・第22回医療系学生合気道体育大会
　　個人の部　敢闘賞（3位）　三ケ島惇平（医;保4）／団体の部　優秀演武賞（2位）
●歯学部男子バレーボール部　・第51回全日本歯科学生総合体育大会　3位
●歯学部女子バレーボール部　・第51回全日本歯科学生総合体育大会　優勝
●歯学部サッカー部  　・第51回全日本歯科学生総合体育大会　3位
●歯学部フットサル部　・第51回全日本歯科学生総合体育大会　3位
●歯学部卓球部
　・西日本歯科学生卓球大会
　　Aリーグ準優勝　来田光司（1）、奥康伸（2）、林瑶大（4）／Bリーグ準優勝　宇都宮黎（4）、山崎司（1）、薗田賢史（6）
　・第51回全日本歯科学生総合体育大会　6位
　　個人戦シングルス準優勝　来田光司（1）、3位　奥康伸（2）／個人戦ダブルス優勝　来田光司（1）・奥康伸（2）
　　団体戦ベスト8　来田光司（1）、山崎司（1）、奥康伸（2）、青山佳仁（2）、糸田川朔徳（3）、宇都宮黎（4）、林瑶大（4）
●吹奏楽団　・第64回鹿児島県吹奏楽コンクール　大学の部　銀賞
　　　　　　・第64回九州吹奏楽コンクール　大学の部　金賞  9年ぶり金賞受賞
●カバディ同好会　・JOCジュニアオリンピックカップ大会　第4回カバディチャレンジカップ　3位
●百人一首同好会
　・第38回鹿児島県かるた選手権大会　個人戦3段以上の部優勝　加治さやか（医2）／2段の部優勝　登尾愛梨（医1）
　・第51回全国女流選手権大会　個人戦B級の部ベスト4　加治さやか（医2）、冷水美紅（法2）、吉浦日向子（法２）
　・第37回全国競技かるた宮崎大会　個人戦B級の部優勝　加治さやか（医2）、3位　冷水美紅（法2）／
　　　　　　　　　　　　　　　　　個人戦C級の部3位　奥村渚（工2）
　・第26回全日本大学かるた選手権大会　個人戦1回生の部3位　登尾愛梨（医1）／2回生の部ベスト4　冷水美紅（法２）


